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１． はじめに 

地球環境保全を視野に置いた地域づくりには、大き

く二つの視点で取り組むことが必要とされている。一

つは省資源・省エネルギー型の資源循環型都市地域へ

の再編成と、いま一つは生物層豊かな環境共生型の生

態都市地域づくりを目指すことである。著者らの研究

背景には、後者の生態都市地域づくりへ有効な支援情

報を提供するシステムを構築する取り組みがある。具

体的には、地域づくり対象地域の実地調査の機会を最

大限に活かして実地の地域情報資源を空間情報工学

的（工学的・地理学的）に観測記録して、地理情報シ

ステム（ＧＩＳ）を活用し収集した地域情報資源を効

率よく発信するシステムの構築である。 本報告もこ

のシステムの中核となる地域情報資源観測から、豊か

な自然環境や歴史的環境の潜在的教育力の保全を意図し、特に地域づくりへの関心を掘り起こす動機づけの情

報として、現況地形と歴史的構築物との関わりをＧＩＳ手法で空間情報化する試みについ

図－1 青葉山・大年寺位置図 

て述べるものである。 

２． 目 的  

２００７年５月３０日に公布された「地理空間情報活用推進基本法」も具体的基本計画が閣議決定され徐々

に定着し始めてきている。対象地域の空間情報化の基盤地図には１９５８（昭和３３）年の仙台市都市図を数

値情報地図として作成し、現在の航空写真オルソ画像と組み合わせ、青葉山・大年寺山周辺に関わる歴史的調

査資料からＧＩＳで複合図を作ることで、時系列的に開発経過に伴う自然環境等の変遷を把握するための情報

づくりを目的としている。 

３．仙台市都市図の数値情報化  

１９５８（昭和３３）年に作成された仙台市都市図

（１:３０００）を国土交通省公共測量作業規定の準

則に従い地図情報レベル２５００で既成図数値化を

行った。 

今回数値情報化を行った対象地域は、仙台城跡を中

心とする約２７７０ha（図－２）であり、仙台市都市

図をイメージスキャナで取り込み、仙台都市図の四隅

にある日本測地系座標と、旧三角点座標や寺院仏閣等

の古い建物を既知点としてアフイン変換にて幾何補

正を行い、ＴＫＹ２ＪＧＤ変換プログラムを使用し、

世界測地系に変換をおこなったラスタデータを基に

ベクトルデータとして既成図数値化を行った。 

ベクトル情報は、地形・地物ごとにレイヤ区分けす

ることができ情報解析にも役立つものである。 図－２ 数値情報化範囲図 



４．仙台城跡 

青葉山は仙台藩租伊達政宗が仙台城を築いた地で

あり、その周辺は緑豊かな自然環境に恵まれている。

４００年持ち応えた仙台城の石垣も、２００４（平成

１６）年調査修復工事が終わり、さまざまな歴史的資

料が発見された。写真－１は、昭和３３年の地形図と

現在の航空写真に肯山公造制城郭木写之略図（推定１

６７３～８１年）に描かれている本丸建物を重ね合わ

せたものである。本丸書院の東側には懸造が建てられ

ていたが、急崖部の雨水等による土砂崩落で後退が著

しくその復元を難しくさせている。本丸跡の雨水排水

計画と地形保全対策が急がれるところである。しかし、本丸西北部には東北大学植物園（国の天然記念物：青

葉山）として保護管理されている空間と隣接していることから、これら城郭跡と自然環境が一体的に体感でき

る空間としてより価値を高めていくことが望ましいと判断している。 

写真－１ 仙台城本丸 

５．大年寺跡 

大年寺山の呼称は、１６９７（元禄１０）年仙台藩四

代藩主伊達綱村がこの地に黄檗宗
おうばくしゅう

両足山
りょうしゅうざん

大年寺を開

いたことに由来する。この地が歴史上に登場するのは吉

野朝廷時代（１３３２年～１３９２年）で、北朝の粟野

氏四代粟野重直は足利尊氏から１３４３（北朝庚永２）

年名取郡に二千余貫文を給され、翌年茂ヶ崎城に居住し

たようである。その後、粟野忠重が北目城に移り住むま

での間約１２０年間粟野氏が居城していたと思われる。 

大年寺は四代藩主綱村以降の伊達家霊廟を司ってい

る。 現在伊達家廟所は、仙台市が所有し伊達家無尽灯

廟（写真－２）の周囲は、整理され現在公園となっている。大年寺複合図から寺の規模の大きさがうかがえる。

経ヶ峯にある霊屋瑞鳳殿は、伊達家の霊廟として多くの人々に知られているが、この大年寺は、まだまだ認知

度が薄いようであり、情報発信が急がれる空間でもある。 

写真－2 大年寺配置図 

６．おわりに  

広瀬川右岸沿いの青葉山と大年寺山の間には、写真－

３に示すように経ヶ峯と愛宕山も位置している。このよ

うに藩政時代とかかわる歴史的地域が、貴重な緑地空間

を併せ持ちながらもかろうじて繋がっている事を確認

できることは、質の高い空間創りを支援する情報として

必要不可欠であることを示唆している。今後は、広瀬川

と名取川の流域資源調査資料も加味しながら情報の有

効性を高めていきたい。 
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